
評価件数 評価件数

区分 一次評価
二次評価
（評価結果）

割合 区分 一次評価
二次評価
（評価結果）

割合

A 4 4 10.5% 重点化 9 10 26.3%

B 33 33 86.9% 維持 25 24 63.2%

C 1 1 2.6% 改善 4 4 10.5%

D 0 0 0.0% 縮小 0 0 0.0%

合計 38 38 100.0% 合計 38 38 100.0%

※一次評価…主管課長による評価結果　　※二次評価…庁内評価委員会による評価結果

※単位施策37施策のうち、1施策を分割して評価しているため、評価件数は38件

◆評価基準

◆参考：政策ごとの施策評価結果

平成26年度（平成25年度実績）　施策評価結果の概要

【総合評価】 【今後の方向性】
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＜総合評価＞ ＜今後の方向性＞
Ａ 目的を達成する成果があった 重点化 重点施策と位置付け積極推進
Ｂ ある程度の成果があった 維持 これまでどおり推進
Ｃ 若干の成果があったが、目的の達成が見込めない 改善 改善しながら推進
Ｄ ほとんど成果が上がらなかった 縮小 他の施策に資源を集中のため縮小・省力化

＜総合評価＞
評価結果 A B C D 計

1≪自立と協働≫人と人との豊かな関係づくり 0 7 0 0 7
2≪安心≫安心な暮らしづくり 0 4 0 0 4
3≪誇り・生きがい≫こころ豊かな人づくり 2 7 0 0 9
4≪活力≫豊かな地域産業づくり 0 8 1 0 9
5≪快適・生活環境≫住みたくなる環境づくり 2 7 0 0 9

合　　計 4 33 1 0 38

＜今後の方向性＞
評価結果 重点化 維持 改善 縮小 計

1≪自立と協働≫人と人との豊かな関係づくり 2 5 0 0 7
2≪安心≫安心な暮らしづくり 2 2 0 0 4
3≪誇り・生きがい≫こころ豊かな人づくり 1 8 0 0 9
4≪活力≫豊かな地域産業づくり 4 1 4 0 9
5≪快適・生活環境≫住みたくなる環境づくり 1 8 0 0 9

合　　計 10 24 4 0 38



1≪自立と協働≫人と人との豊かな関係づくり （単位施策数：7件）

2≪安心≫安心な暮らしづくり （単位施策数：4件）

3≪誇り・生きがい≫こころ豊かな人づくり （単位施策数：9件）

4≪活力≫豊かな地域産業づくり （単位施策数：9件）

5≪快適・生活環境≫住みたくなる環境づくり （単位施策数：9件）
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＜総合評価＞ ＜今後の方向性＞
Ａ 目的を達成する成果があった 重点化 重点施策と位置付け積極推進
Ｂ ある程度の成果があった 維持 これまでどおり推進
Ｃ 若干の成果があったが、目的の達成が見込めない 改善 改善しながら推進
Ｄ ほとんど成果が上がらなかった 縮小 他の施策に資源を集中のため縮小・省力化

＜総合評価＞
評価結果 A B C D 計

1≪自立と協働≫人と人との豊かな関係づくり 0 7 0 0 7
2≪安心≫安心な暮らしづくり 0 4 0 0 4
3≪誇り・生きがい≫こころ豊かな人づくり 2 7 0 0 9
4≪活力≫豊かな地域産業づくり 0 8 1 0 9
5≪快適・生活環境≫住みたくなる環境づくり 2 7 0 0 9

合　　計 4 33 1 0 38

＜今後の方向性＞
評価結果 重点化 維持 改善 縮小 計

1≪自立と協働≫人と人との豊かな関係づくり 2 5 0 0 7
2≪安心≫安心な暮らしづくり 2 2 0 0 4
3≪誇り・生きがい≫こころ豊かな人づくり 1 8 0 0 9
4≪活力≫豊かな地域産業づくり 4 1 4 0 9
5≪快適・生活環境≫住みたくなる環境づくり 1 8 0 0 9

合　　計 10 24 4 0 38



　平成26年度（平成25年度実績）　施策評価結果概要

総合
評価

方向性
総合
評価

方向性

行政情報の提供・公開と住民意見の
聴取を進めます

企画課 B 重点化 B 重点化

住民の活発な活動を支援します 企画課 B 維持 B 維持

効率的な行財政運営を推進します 総務課 B 重点化 B 重点化

広域的な行政を推進します 企画課 B 維持 B 維持

地域コミュニティの活性化を促進しま
す

企画課 B 維持 B 維持

隣接地域や国内との連携・交流を促
進します

企画課 B 維持 B 維持

海外の国と人との連携・交流を促進し
ます

商工観光課 B 維持 B 維持

災害に強いまちづくり 災害に強いまちをつくります 町民課 B 維持 B 維持

安心に暮らせるまちづくり 安心に暮らせるまちをつくります 町民課 B 維持 B 維持

健康に生きるまちづくり 住民自らの健康づくりを支えます 健康福祉課 B 重点化 B 重点化

安心して子育てができ、高齢者や
障がい者等が暮らせるまちづくり

安心して子育てができ、高齢者や障が
い者等が暮らせるまちをつくります

健康福祉課 B 重点化 B 重点化

人権を尊重したまちづくりを進めます 人権推進室 B 維持 B 維持

男女共同参画社会づくりを進めます 人権推進室 B 維持 B 維持

家庭・地域・学校の連携による教育環
境をつくります

こども教育課 A 維持 A 維持

青少年が健全に育つ環境づくりを進
めます

生涯教育課 B 重点化 B 重点化

学校教育環境の充実を図ります こども教育課 A 維持 A 維持

郷土への理解と愛着を育みます 生涯教育課 B 維持 B 維持

地域の歴史文化を守り、育みます 生涯教育課 B 維持 B 維持

芸術や文化を育みます 生涯教育課 B 維持 B 維持

楽しみや生きがいを感じる学習・ス
ポーツの場や機会をつくります

生涯教育課 B 維持 B 維持

産業間の連携と人材を育成するま
ちづくり

人材を育成し、地域産業を元気にしま
す

商工観光課 B 改善 B 改善

生産基盤や体制を整えます 農林水産課 B 重点化 B 重点化

生産基盤や体制を整えます（水産） 農林水産課 B 維持 B 維持

産品の付加価値を高め、販路を拡大
します

農林水産課 C 改善 C 改善

魅力あふれる観光地をつくります 商工観光課 B 重点化 B 重点化

交流事業を充実し、ブランド化します 商工観光課 B 維持 B 重点化

定住を促進し、後継者・担い手を育成
します

商工観光課 B 重点化 B 重点化

観光情報を発信します 商工観光課 B 改善 B 改善

商工業を活性化するまちづくり
商店街や地域の中小企業を活性化し
ます

商工観光課 B 改善 B 改善

森林・水辺・田園環境づくりを進めま
す

農林水産課 B 維持 B 維持

自然公園としての保全や活用を進め
ます

商工観光課 B 維持 B 維持

安らぎのある生活空間を生み出しま
す

建設課 B 維持 B 維持

市街地の整備を進めます 建設課 B 維持 B 維持

人に優しい交通体系の整備充実を図
ります

企画課 B 重点化 B 重点化

上・下水道を充実します 上下水道課 B 維持 B 維持

情報･通信基盤の整備を進めます 企画課 B 維持 B 維持

環境への負荷を低減します 町民課 A 維持 A 維持

限りある資源を有効に活用します 町民課 A 維持 A 維持

≪自立と協働≫人
と人との豊かな関
係づくり

住民が積極的に社会活動に参加
するまちづくり

健全な行財政を運営するまちづく
り

連携・交流を促進するまちづくり

≪安心≫安心な暮
らしづくり

≪誇り・生きがい≫
こころ豊かな人づく
り

人権が尊重されるまちづくり

次世代の担い手を育成するまちづ
くり

生きがい・楽しみ・誇りづくり

≪活力≫豊かな地
域産業づくり

自然活用型産業を振興するまちづ
くり

交流型産業を振興するまちづくり

≪快適・生活環境
≫住みたくなる環
境づくり

自然を守り育てるまちづくり

快適な生活ができるまちづくり

地球環境に優しいまちづくり

政策 施策 単位施策名 主管課
一次評価

二次評価
（評価結果）


